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＜連絡事項＞
・スキャンした書類は速やかに処理し、いつまでもデスクトップに残しておくのは止めてください。
　
＜患者様情報＞
・榎木平　峰子様～外泊希望(親族の通夜)あり。主治医不在にて、田名部Dr.へ申請・許可あり。7/8(水)17時までの予定で外泊する。

・横嶋　由嘉子様～主治医診察にて、10：20身体拘束解除となる。7/8(水)15：00より主治医面。当院退院し、かかりつけであるみちのく記念病院でフォローしていく方向。

・下川戸　長司様～経管栄養について家族へ意向確認。経管栄養の希望あり。

・石上　十三雄様～嚥下不良あり、昼よりミキサー食へ変更となる。

＜入室状況＞
【入院】
・細越　孝義様～東Aユニット14号室
・青木　みつこ様～東Cユニット6号室

【ユニット移動】
・宮澤　涼太様～東A14号室→東B2号室

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放時間中は危険行為なく、水分補給促す。開放観察終了時の再入室拒否なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時礼節保たれ、不穏興奮なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。食事は全量摂取できている。水分補促すが水分は吐き出しあり摂取できず、不潔行為無し。脱衣し着衣状態を維持できない。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。10:40不穏興奮あり、本人希望にて不穏時のリスペリドン内用液1P内服する。13：35主治医回診あり、午前中より落ち着きなく不穏興奮継続しているため右手拘束追加の指示あり追加する。拘束部位の皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・磯嶋　茜様～身体拘束中。拘束部位トラブル無し。食事・内服も拒否なく行えている。拘束の原因について問うがわからないと返答あり。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜皮膚科診察＞
・処置指示、処方の変更なし。

[bookmark: _GoBack]＜入院患者様情報＞
日　　時：令和8年7月7日　15:00
氏　　名：細越　孝義様（ほそごえ　たかよし）様
生年月日：昭和22年11月18日(79歳)
病　　名：認知症
性　　別：男性
主 治 医：高橋Dr
サポート医：田名部Dr　　
入院形態：医療保護入院
＜経過＞
　16年前に脳梗塞発症し八戸赤十字病院へ搬送。3か月の入院期間を経て美保野病院転院し1年入院治療を行う。言葉の神経領域が壊死していると説明を受け、以降失語症のように発語がはっきりできない状態となる。右片麻痺が軽度あるのものの、日常生活出は来ている。現在妻と2人暮らし。若い頃は飲酒はしていたが、現在飲酒・喫煙ともにしていない。脳梗塞後より易怒的で妻が暴力を受けることがあった。R8年6月初旬より易怒性が増し粗暴行為を受けた妻が傷を負うことがあった。娘夫婦に迷惑が及ぶことを懸念して妻が我慢し、警察介入には至らなかった。介護保険更新の際の訪問調査時、調査員にも手を挙げる様子あり高齢者支援センターの訪問調査も受けている。週2回のデイサービス以外は、テレビを見て過ごすことが多く外へ出る機会も少ない。デイサービス内でも他利用者への暴言があり。妻の心配も強く対応も困難。R8.7.7症状改善と環境調整目的にて、東病棟へ医療保護入院となる。
